
 

当該事業用地におけるこれまでの経緯 

１）収用裁決までの経緯 

・弊社(起業者)は、当該用地の土地等の所有者と、平成１８年６月より５年間にわたり、事業計画の説明や測

量の立ち入りについて、粘り強く交渉等を行ってまいりましたが、残念ながら一部の土地等の所有者からご理

解を得ることができませんでした。 

・そのため、任意交渉と並行して、平成２３年１２月から土地収用法の手続きを開始しました。 

・平成２５年１月に、起業者である弊社が福岡県収用委員会に対して裁決申請を行い、収用委員会において

９回の審理をしていただき、昨年８月に審理が結審し、裁決申請より約２年を経て、平成２７年１月裁決となり

ました。 

 《概要》 

事業名称 東九州自動車道新設工事椎田南ＩＣ～宇佐ＩＣ 

土地の所在 福岡県豊前市大字松江
し ょ う え

 

事業説明開始 平成１８年６月６日 

事業認定申請 平成２３年１２月２８日 

事業認定告示 平成２４年１０月 ５日 

裁決申請 平成２５年 １月 ９日 

結審（第９回審理） 平成２６年 ８月２２日 

裁決 平成２７年 １月２３日 

権利取得の時期 平成２７年 ５月２３日 

明渡しの期限 畑  地：平成２７年 ５月２３日 

建物等：平成２７年 ７月２２日 

 

２）収用裁決後（平成２７年１月２３日付け裁決）の経緯 

・裁決後、弊社では、全体約５００名の土地等の所有者に補償金の支払いを速やかに行いました。そのうち、

約６割の皆様方が受け取っていただき、残る皆様方には、法務局へ供託する手続きを終えました。 

・明渡しの期限内に土地等の引き渡しをしていただくため、土地等の所有者へ延べ約４０回の協議を行い、再

三に渡り交渉等を重ねて行ってまいりましたがご理解いただけず、この度、行政代執行を請求することとしたも

のです。 

・弊社としては、東九州自動車道の北九州市から宮崎市までの全線開通は、東九州自動車道沿線地域の皆

様や自治体だけでなく経済界も一体となって整備促進の要望がなされている事業であり、工事工程の短縮

に向けた検討等も行いつつ、会社の努力目標である平成２８年春の開通に向け最大限努力してまい

ります。 
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